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◎令和５年度外来生物駆除手法検討調査 

（福津地区）結果概要（調査期間：R5～R7） 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 古堂池において、アメリカザリガニの駆除による生態系再生状況の評価手法を検

討する基礎資料とするため、現況（駆除着手時）の生物生息状況調査を行った結果、

コオイムシ等の希少種をはじめ 45種の水生昆虫等の生息を確認した。 

◆ 外来生物（アメリカザリガニ）駆除手法検討のため、農業用ため池でアメリカザ

リガニを対象に駆除等実証調査を実施した結果、駆除手法として微小・小型個体で

はタモ網・サデ網、中型・大型個体ではあなごカゴ及び連続捕獲装置が適しているこ

とが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 調査概要  

農業用ため池におけるアメリカザリガニの駆除に係る効果的な対策手法等

を整理し、技術資料に資する基礎データを収集するため、福岡県福津市内の

ため池を調査地点として設定した。（図１、図２） 

古堂池において、アメリカザリガニの駆除による生態系再生状況の評価手

法を検討する基礎資料とするため、現況（駆除着手時）の生物生息状況とし

て、魚類、両生類、水生昆虫類及び水生植物を対象に、6 月と 10 月の 2

回、生物調査を実施した。 

 アメリカザリガニの駆除手法を検討するため、７～９月にかけて異な

る３つの捕獲器具を用いて、10回のアメリカザリガニの駆除作業を行い

採捕器具別に駆除個体の雌雄・頭胸甲長等の整理を行った。 

 

２ 調査結果 

（１）生物生息状況調査結果 

 魚類 3種、両生類 2種、甲殻類 6種、貝類 3種、昆虫類 31種を確認し

た。（表１） 

 うち希少種として、コオイムシ（環境省 NT・福岡県 NT）、ナガミズムシ（環境省 NT）、ウスイロシ
マゲンゴロウ（環境省 NT）を確認した。 

 

福岡県福津市 

表 1 生物生息状況調査結果 

図 2 古堂池 

図 1 調査位置図 
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（２）アメリカザリガニ駆除手法検討調査結果 

本調査における 10 回分累計駆除数は 4,385 個体で、捕獲された雌雄

の比率は 38.4%と 47.0%で雌が多い比率であった。 

捕獲されたアメリカザリガニの体長を①微小個体（頭胸甲長 10mm 未

満）、②小型個体（頭胸甲長 10～25mm 未満）、③中型個体（頭胸甲長

25～40mm）、④大型個体（頭胸甲長 40mm 以上）の 4 区分で分類し、

捕獲器具毎に比較すると、あなごカゴと連続捕獲装置では、中型・大型

の個体が多く捕獲されているのに対し、タモ・サデでは、微小・小型個

体が多く採捕されていた。（図４） 

なお、連続捕獲装置（図３）は、設置期間が 1 週間と 2 週間の回があ

るため、連続捕獲装置の捕獲数は 1 週間あたりの捕獲数とした。（図４） 

  

採捕地点の環境別にみると、タモ網・サデ網では、浮葉植

物繫茂箇所での採捕数が少なく、他地点では同程度だった。

あなごカゴは、浮葉植物繫茂箇所で最も多く、深い開放水面

が最も少なかった（図５）。連続捕獲装置では、樹林際の開

放水面で他の地点より多くの個体が採捕された。 

 

（３）まとめ 

古堂池において、生物生息状況調査では、魚類 3 種、両生類 2種、甲殻類 6種、貝類 3種、昆虫類 31

種、植生として園芸スイレン・マコモが確認された。アメリカザリガニ駆除調査では捕獲器具により個

体の体長に違いがみられた。また、採捕地点の環境によっても捕獲数に違いがみられた。 

次年度以降の調査では、ため池内の環境に応じた効果的な対策手法についても検討していく必要があ

ると示唆された。 

  

３ 成果の活用状況  

調査で得られた知見は、農林水産省が作成する農業水利施設におけるアメリカザリガニの駆除対策等

に係る技術資料の基礎データとして活用するほか、今後、農業用ため池等に被害を及ぼすアメリカザリ

ガニの駆除手法、施設の改修・更新等の際の対策手法等検討に活用されるよう、県、市町村、施設管理

者など地元関係機関に情報提供を行う。 

 

４ お問合せ先  農林水産省九州農政局農村振興部農村環境課 代表： 096－211－9111 
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図 4 手法別・体長別のアメリカザリガニ採捕個体数の推移 
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図 3 連続捕獲装置設置状況 
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連続捕獲装置：ＮＰＯ法人シナイモツゴ郷の会が

開発した装置。アメリカザリガニを誘引する餌の

補充頻度が、通常のかごワナよりも少なくなるよ

う工夫されており、また、アメリカザリガニが暗

い場所を好む性質を利用し捕獲できるような構

造のため、効率的かつ効果的な駆除が可能。 

図 5 環境別のアメリカザリガニ 

採捕個体数の推移 
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